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47 51.6 0.0--0.1 
33 36.3 0.1-0.2 
8 8.8 0.2-0.3 






水し CI'， 50/'， HCOa'につき定量介析を行
った。第一表の別府市範川温泉化事分析表は
実の結果を示じたもので，之によって作った
分布園が第 1，2， 3園である。叉 C)'，50/" 
HCOa'の含量と湧出口数との聞係について
は第2表に示じた。之を第 1-3圃の分布園








9 9.9 0.0ー0.1 10 11.0 
43 47.2 0.1-0.2 37 40.6 
24 26.4 0.2-0.3 29 31.9 
9 9.9 0.3-0.4 14 15.4 
8 8.3 0.4-0.5 1.1 




近に於てtはま J.(λoげgふを越えてゐる。他の ιつは臨川町南部天満枇より Cl'の最高含量 2.0肝g尺げ/
を越える地域の昭波園を通りB別lリj府潤海岸線zを旨沿つて北上しu副1問悶町J北端に至る地域がある。
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SO/'， HCO/の含量は大であり， 之等隔地域にはさまれた地域は Cl'に於ても SO/'に









O，o ø.tλoλ~ .1.0 • .2.s- ~'..， 
共に第 1園 Cl'分布圃，第2園 SO/'分布 'α 友ー 一
闘を比較してみて雨者共類似せる事は前述の如くであるが，血の池地獄，龍谷A地獄附近と
昭波園附近とにつき詳しく比較しtてみるに， Cl'含量については昭波園の2.0oj L基に封し
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温泉源|例LI叫ぽ/1， I HCO.'~/JJ 温度C
A 1.7 0.75 0.0 120 
B 0.2 0.0 0.5 60 
C 0.0 0.17 0.02 20 
南 東 部
温泉源IC!'gjl， I 叫'~/I，I HCOa' ~/I， I温度C
D 3.0 0.4 0.0 110 
E 0.5 0.1 0.2 100 
F 。 0.0 0.5. 60 








る諸黙であって，之等湧出口の地固上の位置は HCO/分布聞に於て O.31l/L蓋の HCO/含
量の高い帯A地域上にイ子在する事から考へて，B温泉源として，この帯紙地帯下に存在す
る温泉脈が考へられる課である，;Cは西部一帯に存在する冷地下水であって，含有物は少






ち南東部地域は D，E， F， Gなる温泉源及び地下水により柿成されてゐると考へられる。









源(Cl'含量0.20/ L， SOl'含量0.00/ L， HCO:/含量0.50/L，温度60'C)と略同ーのものなる
事が推察される謹である。このF温泉草原は新川沿岸にその根源を有してゐるものと考へら
作る。 Gは南東部一帯に存在してゐる地下水と考へられるものである。
結局上記に述べ来わし所をまとめると，血川町一帯に湧出する温泉の湧出機構は，之を
北西部及び南東部に二直分して考察すると，前地域に於ては第3表に示す如き A，B，Cの
三源泉により組成され，後地域に於ては D，E，F，Gの四源泉よわ組立てられて居ると説
明される事になるのである。
最後に此報告を終るにあたって指導を恭うせる野漏，瀬野雨博士と，採水分析に勢を輿
へられた児玉晋，河野恒生の雨氏に感謝するものである。
備本研究は別府市温泉綜合研究費の提助によわなされたものである事を附記して謝意を
表する。
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